
ほけんだより 8月 あゆみ保育園

熱中症警戒アラートが発令される毎日です。災害級の暑さとも言われており、熱中症にならないように

様々な予防策が公表されています。保育園では、登園時の保護者の方からの体調報告に始まり、活動への参

加や食事の食べ進み具合、午睡の様子など、色々な観点から注意深く体調を確認しています。体温調節機能

が未熟な子どもたちは、大人と比べると暑さを感じてから汗をかくまでに時間がかかり、体温を下げるにも

時間がかかってしまうため、身体に熱がこもりやすい特徴があります。子どもたちを熱中症から守るには、

周囲の大人の気付きがとても大切です。

熱中症対策の確認を！
熱中症対策は一つだけ取り入れれば良いというものではなく、天候、時間帯、活動内容、体調、体力など

様々な事を考慮したうえで、必要とする対策の組み合わせが変わってきます。その中でも取り入れたい対策

は以下の通りです。ぜひご確認ください！

子どもの熱中症対策の「これだけは！」はこれ↓

冷えたペットボトルを
両手で持つだけでOK！

＊凍っているものは冷た
すぎるのでNGです。

実は怖い寝ている間の熱中症。夜間の「これだけは！」はこれ↓

朝食を必ず食べましょう 朝食を食べない＝水分と塩分が足りない＝脱水→熱中症の危険性が高い

睡眠中に失われる水分は大人で700ｍｌもあります。このまま活動をスタート

してしまうと、あっという間に熱中症に。朝食の大切さは、体温を上げ、脳を目覚

めさせるなど様々な理由がありますが、夏は、熱中症対策の一つとして欠かせない

ものです。家族全員が朝食をしっかりとりましょう。

子どもは地面からの輻
射熱を受けやすく、顔
の位置での気温はこれ
だけの差があります。
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